
平成２２年度 自己評価最終報告（Web 用）
石川県立野々市明倫高等学校

重点目標（１） 授業改善に努め、少人数・習熟度別授業の研究や実践を通して、指導力を高め生徒の学力向上を図る。

具体的取組 主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 備考

① 少人数・習熟度別授業 教務課 学力向上実践モデル 【努力指標】 授業研究会等を通して「明倫ス アンケート調査

を効果的に実施し充実 各教科 事業の２年目にあた 少人数・習熟度別授 タンダード」「明倫メソッド」が では７３％であ

させる。 り、少人数・習熟度 業に対する「明倫ス 構築できたと考える教員が った。

別授業をより効果的 タンダード」「明倫メ Ａ ８０％以上

に実践するための、 ソッド」構築に向け、 Ｂ ７０％以上

授業内容や授業手法 方向性を形作る。 Ｃ ６０％以上

の標準化の研究を推 Ｄ ６０％未満

し進めなければなら

ない。 【成果指標】 成績の上昇が １１月進研にお

少人数・習熟度別授 Ａ はっきりとみられた ける偏差値５０

業により生徒の学習 Ｂ 概ねみられた 以上の人数が、

意欲が高まり、成績 Ｃ あまりみられなかった １年生で増加し

の上昇がみられる。 Ｄ みられなかった た。

② 生徒による授業評価を 教務課 各教員・教科の問題 【満足度指標】(生徒) 生徒の授業評価で、教員に対する 授業評価では、

活用し、授業改善に役 各教科 点を客観的に把握で わかりやすい授業に 満足度が ８５％であった。

立てる。 き、授業改善のため より学習意欲が高ま Ａ ９０％以上

に有効である。 り、積極的に授業に Ｂ ８０％以上

参加することができ Ｃ ７０％以上

る。 Ｄ ７０％未満

③ 基本的な生活習慣を確 教務課 基礎学力を定着させ 【満足度指標】(生徒) ＳＴテストが基礎学力の定着に アンケート調査で

立させ、基礎基本の定 各学年 学習意欲を高める取 ＳＴテストを効果的 効果があると考える生徒が は７５％であっ

着を図ることにより、 各教科 り組みが必要である。 に活用し、生徒の学 Ａ ８０％以上 た。

学習意欲を高め、学習 ＳＴテストの効果的 習意欲を高める。 Ｂ ７０％以上

習慣を定着させる。 な活用や週末課題の Ｃ ６０％以上

工夫などにより、さ Ｄ ６０％未満

らに家庭学習時間の

増加を図りたい。 【成果指標】 各クラスの平均家庭学習時間が、 学習時間調査の結

十分な学習時間が確 １・２年生で２時間以上、３年生 果は、４０％台で

保され、継続的な学 で３時間以上確保している生徒が、 あった。

習が定着している。 Ａ ７０％以上

Ｂ ６０％以上

Ｃ ５０％以上

Ｄ ５０％未満

④ 思考力・表現力の育成 進路指導課 「総合的な学習の時 【成果指標】 小論文テストの判定が標準以上の １２月の調査で

のため、３年間を通し 各学年 間」などを基礎知識 年２回の小論文模試 生徒が、 １年が５７％、

た小論文指導を行う。 教務課 の習得・社会的関心 の結果が全国平均を Ａ ８０％以上 ２年が５８％で

の育成の場として活 上回る生徒の割合を Ｂ ７０％以上 あった。

用し、小論文の学力 増やす。 Ｃ ６０％以上

向上のための学びの Ｄ ６０％未満

機会を増やす必要が

ある。



重点目標（２） 生徒一人ひとりの個性にあった進路設計をうながし、生徒の進路実現率を高める。

具体的取組 主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 備考

⑤ 定期的な進路情報の 進路指導課 毎月１回以上「進路 【満足度指標】(生徒) 自分の進路について 各取組後の調査の

提供に努め、進路ガ 各学年 だより」を発行する 個性に合った進路を Ａ 真剣に考え、進路設計に取り 平均が、３.２で

イダンスを充実させ など、生徒の進路設 真剣に考え、具体的 組むことができた あった。

る。 計の意欲を引き出す な進路設計に取り組 Ｂ 概ね真剣に考えることがで

工夫を続けてきた。 むことができる。 き進路設計に取り組もうとした

生徒向け進路ガイダ Ｃ あまり真剣に考えることが

ンス以外に、教員の できなかった

研修会の充実も必要 Ｄ 真剣に考えることができなか

である。 った

【満足度指標】(保護者) 生徒に対する進路指導が 保護者へのアンケ

進路情報の提供やき Ａ 適切である ート調査の平均

め細かな個別指導な Ｂ 概ね適切である が、２.８であっ

ど、適切な進路指導 Ｃ あまり適切でない た。

が行われている。 Ｄ 適切でない

⑥ 生徒の進路目標の実 進路指導課 進路希望調査で書い 【成果指標】 生徒の第１志望の実現率が トータル６７％で

現率を高める。 各学年 た第１志望の実現率 ３年第２回進路希望 Ａ ８０％以上 あった。国公立志

各教科 が低い。実現するた 調査における第１志 Ｂ ７０％以上 望者の実現率が低

めの意欲を喚起し学 望の実現率を高める。 Ｃ ６０％以上 かった。

力をつける必要があ Ｄ ６０％未満

る。

⑦ 国公立大学への志望 各学年 補習内容が充実する 【努力指標】 個別学力試験に向けた効果的な補 調査の平均は、

者数を増やし、合格 進路指導課 ような工夫を行い、 個別学力試験に向け 習が ２.９であった。

者数を増やす。 各教科 生徒により高い目標 た生徒の記述問題へ Ａ 実施できた

を持たせる。 の対応力を高めるた Ｂ 概ね実施できた

めに効果的な補習を Ｃ あまり実施できなかった

実施する。 Ｄ 全く実施できなかった

進路指導課 前年度に比べて富山 【成果指標】 国公立大学合格者数が 合計３５人で、

各教科 大学の合格者数が伸 国公立大学の合格者 Ａ ６０人以上 昨年より１３人

各学年 びたが、金沢大学は を増加させる。 Ｂ ５０人以上 減少した。

減少した。個別学力 Ｃ ４０人以上

試験に対応できる力 Ｄ ４０人未満

の養成が必要である。

⑧ 生徒の良好な人間関 相談室 人間関係作りに問題 【努力指標】 Ｑ－Ｕで満足群の割合が １０月実施の調査

係作りを支援する。 生徒指導課 を抱える生徒に対応 Ｑ－Ｕで「要支援生 Ａ ５５％以上 では４７％であ

各学年 するため、生徒・保 徒」を把握し、支援 Ｂ ４５％以上 り、全国平均３６

護者との信頼関係の するための面談を通 Ｃ ３５％以上 ％を大きく上回っ

構築と教員間の連携 して、学校生活満足 Ｄ ３５％未満 た。

が重要になっている 群の割合を高める。

顕著ないじめへと発 【努力指標】 いじめに対して １月末現在、適

展する前の対応はで 担任との情報交換や A 素早く察知し、未然に防ぐ 切に対応が出来

きたが、根絶に至っ アンケートの実施に ことができた ている。

ていない。 より、いじめの有無 B 素早く対処し、解決に至っ

を常に把握し、適切 た

な対処をする。 C 素早い対処が出来ず、解決

が遅れた

D 発見・対処が遅れた



重点目標（３） 生徒の自主的な活動を支援し、自律心を高めるとともに、たくましい人間の育成に努める。

具体的取組 主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 備考

⑨ 体育授業時に運動量 保健体育科 生活の中で運動時間 【努力指標】 新体力テスト（シャトルラン）で、 ５月と11月の測

を確保し、特に持久 が減少と体力の低下 体育授業で毎時間体 １回目よりも向上した生徒が 定において、上

力の向上を図る 傾向がある。 づくり運動を実施す Ａ ７０％以上 昇が見られた者

る。 Ｂ ６０％以上 の割合は、７９

Ｃ ５０％以上 ％であった。

Ｄ ５０％未満

⑩ 部活動の加入をうな 生徒会課 部内の人間関係に悩 【満足度指標】(生徒) 部活動が ７月上旬に実施し

がし、学校全体の活 各学年 んだり、勉強との兼 部活動に積極的に参 Ａ 非常に充実している た意識調査では、

性化を図る。 ね合いが難しかった 加し、その活動が充 Ｂ 充実している ７５％が満足して

りして、後半になる 実している。 Ｃ あまり充実していない いる。

と部活動加入率が漸 Ｄ 全く充実していない (加入率 87%)

減する傾向がある。

⑪ ボランティア活動へ 生徒会課 ボランティア部と生 【努力目標】 ボランティアに関連のある活動に １月調査の結果で

の自発的な参加を促 各学年 徒会執行部が企画し、 ボランティアにつな 生徒の参加した割合が は、８１％であっ

す。 積極的に参加してい がる活動に積極的に Ａ ９０％以上 た。

る生徒も多いが、全 参加させる。 Ｂ ８０％以上

生徒への啓発や参加 Ｃ ７０％以上

を促す必要がある。 Ｄ ７０％未満

(活動例)募金、地域の一斉清掃、

除雪当番、プルタブ回収、啓発講

演会

⑫ 全員一斉清掃の指導 保健環境課 １人の教員が複数箇 【努力指標】 Ａ 常に指導・点検がなされ、清 ２月に実施した

を徹底し、生徒の美 各学年 所を同時に監督する 監督責任箇所の指導 掃場所は美しく保たれている。 指導・点検状況

化意識を高めて校舎 ため、徹底が難しい 及び点検が確実に行 Ｂ 指導・点検をしているが十分 調査の結果は、

内を美しく保つ。 面がある。今後も教 われている。 でないところがある。 平均３.３であっ

員数の減少が予想さ Ｃ 時々、指導・点検しているが、 た。

れるので対策を講じ 清掃されない場所が散見される

る必要がある。 Ｄ 指導・点検を十分しておらず

清掃場所もきれいとはいえない

⑬ 危機管理意識を高め、 総務課 教職員の意識は喚起 【成果指標】 危機管理意識が、さらに高まったと アンケート調査

事故の防止と発生時 生徒指導課 されつつあり、緊急 不慮の事故防止のた 考える教職員の割合が では、９０％を

の対応に万全を期す。 保健環境課 時の対応訓練も定着 めの研修・実地訓練 Ａ ９０％以上 超えた。

してきた。さらなる により、教職員の危機 Ｂ ８０％以上

充実を目指す。 管理意識が高まった。 Ｃ ７０％以上

Ｄ ７０％未満

⑭ 生徒の読書を促進す 図書課 読書の促進のため図 【成果指標】 全学年の生徒１人あたりの年平均貸 １月末で、生徒

る。 書委員会による企画 生徒が積極的に図書 出冊数が １人あたりの年

・掲示の工夫ととも を利用している。 Ａ ３.５冊以上 平均貸出冊数が、

に、一斉読書など全 Ｂ ３.０冊以上 ４冊を超えた。

校的な取り組みが必 Ｃ ２.５冊以上

要である。 Ｄ ２.５冊未満

⑮ 保護者にＰＴＡ主催 総務課 年々参加率は高まっ 【努力指標】 「朝の挨拶運動」における保護者 後半の参加率が

行事や学校行事に積 生徒会課 ているが、保護者の ＰＴＡと生徒が共に の参加率が 悪くなったが、、

極的に参加してもら 各学年 学校に対する理解と 活動する機会を設定 Ａ ６５％以上 ５６%であった。

う。 信頼をより深めても する。 Ｂ ５５％以上

らうために、より多 Ｃ ５０％以上

くの保護者の参加が Ｄ ５０％未満

必要である。


